
４．図のように、ｙ＝ａｘ２（ａ＞０）のグラフ上に

２点Ａ、Ｂがあり、ｙ＝－ｘ２のグラフ上に点Ｃ、

Ｄがあり、直線ＡＣとｘ軸の交わる点をＥとする。

点Ａと点Ｃのｘ座標はともに－１で、ＡＥ：ＥＣ

＝１：２である。また、２点Ａ、Ｂを通る直線と
２

２点Ｃ、Ｄを通る直線の傾きがともに－である。
３

このとき、次の問いに答えよ。

（ 関西大倉高等学校 H28 ）

（１）ａの値を求めよ。

Ｃ（－１，－１）で ＡＥ：ＥＣ＝１：２
１

したがって、Ａ（－１，－） となる。
２

１ １
ａ＝－ となる。 Ａ． －

２ ２

（２）点Ｂの座標を求めよ。

２ ７
直線ＡＢの式は ｙ＝－ｘ＋－ となる。

３ ６
１ ２ ７ ７ ７ 49
－ｘ２＝－ｘ＋－ より、ｘ＝－１，－ となる。 Ａ． （－，－）
２ ３ ６ ３ ３ 18

（３）△ＯＡＢと△ＯＣＤの面積の比をもっとも簡単な整数の比で表せ。ただし、途中の

考え方や式も記入すること。

１ ７ 49 ７
Ａ（－１，－）、Ｂ（－，－）、直線ＡＢの切片は － だから、

２ ３ 18 ６
７ ７ １ 35

△ＯＡＢ＝－×（１＋－）×－＝－
６ ３ ２ 18

２ １
Ｃ（－１，－１）なので、直線ＣＤの式は ｙ＝－ｘ－－ となり、

３ ３
１ １

Ｄの座標は（－，－－）となる。
３ ９

１ １ １ ２
△ＯＣＤ＝－×（１＋－）×－＝－

３ ３ ２ ９

したがって、△ＯＡＢ：△ＯＣＤ＝35：４ となる。

Ａ． 35：４
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